
●
は
じ
め
に

　

未
だ
、
薪ま

き

と
い
っ
た
伝
統
的
な
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
が
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
る
ラ
オ
ス
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国

戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
豊
か
な
水

源
お
よ
び
立
地
条
件
を
生
か
し
、
経
済

発
展
が
つ
づ
く
周
辺
諸
国
へ
の
電
力
の

輸
出
を
経
済
発
展
に
つ
な
ご
う
と
す
る

戦
略
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
現
状
と
水
力
発
電
開
発
の
進
展
お
よ

び
計
画
か
ら
同
戦
略
の
目
標
と
現
実
を

考
察
す
る
。

● 

ラ
オ
ス
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
の
概
要

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人
間
の
生
活
、
特
に

近
代
的
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
ラ
オ
ス
で
消

費
さ
れ
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
〇
・
〇

四
二
ク
ァ
ド
リ
リ
オ
ン
Ｂ
Ｔ
Ｕ
と
推
計

さ
れ
て
い
る
（U.

S.
E
n
e
r
g
y 

Inform
ation Adm

inistration

）。
こ

れ
は
石
油
約
一
〇
〇
万
ト
ン
に
相
当
す

る
規
模
で
あ
る
。
こ
の
推
計
が
正
し
け

れ
ば
、
ラ
オ
ス
で
は
一
人
が
年
間
一
七

六
・
三
キ
ロ
の
石
油
相
当
で
得
ら
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
水
準
は
世
界
的
に
み
て
も

低
い
（
表
1
）。
高
所
得
国
で
は
一
人

が
年
間
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
油

約
五
ト
ン
に
相
当
す
る
。
ま
た
中
所
得

国
で
は
一
ト
ン
以
上
で
、
低
所
得
国
で

も
平
均
が
三
六
四
キ
ロ
で
あ
る
。
ラ
オ

ス
で
の
平
均
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

は
、
低
所
得
平
均
の
半
分
に
満
た
な
い

水
準
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
正
の
相

関
を
も
っ
て
い
る
の
は
多
く
の
研
究
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ラ
オ
ス
は
国
連
に

未
だ
最
貧
国
と
指
定
さ
れ
て
い
る
う
え

に
、
国
民
の
多
数
が
自
給
自
足
農
業
で

生
計
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
現
実
に
近
い
推
計
で
あ
る
と
評
価

で
き
よ
う
。

　

で
は
、
ラ
オ
ス
は
ど
の
よ
う
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
図
1
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
の
消

費
割
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ラ
オ
ス
で

も
っ
と
も
大
き
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
薪

で
あ
る
。
電
気
や
ガ
ス
の
普
及
率
が
低

い
ラ
オ
ス
で
は
、
お
も
に
調
理
用
の
熱

源
と
し
て
薪
を
利
用
し
て
い
る
家
庭
が

未
だ
に
多
い
。
二
〇
一
〇
年
で
は
全
国

で
約
九
〇
〇
〇
あ
る
村
の
う
ち
、
電
気

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
は
そ
の
約
六

七
％
で
、
し
か
も
こ
れ
は
あ
く
ま
で
村

単
位
で
み
た
場
合
の
割
合
で
あ
る
。
村

の
幹
線
ま
た
は
メ
イ
ン
の
道
路
ま
で
電

線
が
あ
れ
ば
電
気
が
通
っ
て
い
る
こ
と

と
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
は
電
気
へ
の

ア
ス
セ
ス
が
一
〇
〇
％
と
さ
れ
る
首
都

で
も
、
ラ
オ
ス
電
力
が
送
電
網
を
整
備

す
る
の
は
メ
イ
ン
の
道
路
ま
で
の
場
合

が
多
い
。
そ
の
場
合
、
住
宅
ま
で
の
電

気
を
引
き
込
む
の
は
、
新
築
の
た
び
住

民
が
費
用
を
負
担
し
て
行
う
こ
と
に
な

石炭 3％

薪
56％

石油
17％

電力
12％

炭
12％

図1　ラオスにおけるエネルギー源別消費量

（出所）Sithideth（2011）。

表1　 世界の所得別一人当たりエネルギー消費量（2008年、kgoe）

高所得国 5111.6

中所得国 1254.5

低所得国 364.0

ラオス 176.4

（出所）世界銀行　世界開発指標より。ラオスはU. S. Energy Information Administrationに基づき、筆者計算。
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る
。
そ
の
た
め
、
電
圧
が
安
定
せ
ず
日

常
的
な
電
気
調
理
器
具
の
使
用
に
耐
え

ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
電
気
が
あ
っ

て
も
比
較
的
多
く
の
電
力
を
必
要
と
す

る
調
理
で
は
薪
や
炭
を
使
う
の
で
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
七
割
が
こ
の
薪

と
炭
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

　

次
に
多
い
の
は
、
石
油
で
あ
る
。
国

内
で
油
田
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
ラ
オ

ス
で
は
、
石
油
が
金
額
ベ
ー
ス
で
も
っ

と
も
大
き
い
な
輸
入
品
目
で
、
貿
易
赤

字
の
最
大
の
要
因
で
も
あ
る
。
ラ
オ
ス

で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
一

七
％
が
石
油
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
車
、
バ
イ
ク
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

輸
送
機
器
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
る
。

ラ
オ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国
戦
略
に
お

い
て
も
っ
と
も
重
要
な
電
力
は
一
二
％

に
過
ぎ
な
い
。
二
万
六
〇
〇
〇
か
ら
二

万
八
〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
水
力
発
電

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
る
ラ

オ
ス
だ
が
、
二
〇
一
〇
年
で
整
備
し
た

ダ
ム
の
総
発
電
能
力
は
そ
の
約
一
〇
分

の
一
の
二
五
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
あ

る
。
そ
し
て
最
後
は
、
量
的
に
ま
だ
少

な
い
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
採

掘
と
利
用
が
急
速
に
拡
大
し
た
石
炭
で

あ
る
。
石
炭
の
主
要
利
用
者
は
セ
メ
ン

ト
、鉄
鋼
工
場
な
ど
工
業
部
門
で
あ
る
。

　

今
後
の
経
済
発
展
、
要
素
賦
存
、
そ

し
て
政
策
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
構
成

の
展
望
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ

う
。
ま
ず
、
伝
統
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
は
今
後
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
高

い
。
政
府
は
電
気
へ
の
ア
ク
セ
ス
率
の

上
昇
を
主
要
な
目
標
に
掲
げ
て
い
る
ほ

か
、
都
市
化
に
よ
り
伝
統
的
な
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
の
利
用
が
以
前
よ
り
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
実
際
、
都
市
部
で
は
電

気
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
普
及
も
徐
々
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
消
費
量
が
も
っ
と
も
増
加
す
る
の

は
石
油
で
あ
る（Sithideth

〈2011

〉）。

二
〇
二
五
年
ま
で
に
二
〇
一
〇
年
の
三

倍
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。
石
炭
に

つ
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
総
工
費
二

七
億
ド
ル
の
タ
イ
向
け
石
炭
火
力
発
電

所
で
あ
ろ
う
。
発
電
能
力
約
一
八
〇
〇

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
同
発
電
所
が
、
予
定
ど

お
り
二
〇
一
五
年
に
完
成
す
れ
ば
、
国

内
の
石
炭
消
費
量
が
飛
躍
的
増
加
す
る

こ
と
が
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
電
力
に
つ
い
て

次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。

● 

電
力
産
業
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

立
国
の
目
標
と
現
実

　

ラ
オ
ス
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る

外
貨
獲
得
や
そ
れ
を
経
済
発
展
の
起
爆

剤
に
す
る
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
る
理

由
は
主
に
三
つ
あ
る
。
第
一
に
世
界
の

主
要
河
川
で
も
あ
る
メ
コ
ン
河
流
域
の

多
く
が
山
間
部
の
多
い
ラ
オ
ス
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
力
発
電
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
加
え
、
三
万
弱
メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
さ

れ
る
水
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
当

分
国
内
需
要
を
大
き
く
上
回
る
規
模
で

あ
る
。第
二
に
内
陸
国
で
あ
る
こ
と
と
、

細
長
い
地
理
・
地
形
的
条
件
か
ら
外
国

に
送
電
す
る
距
離
が
比
較
的
に
短
い
。

た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
北
部
で
水
力
に

よ
っ
て
発
電
し
て
も
南
部
に
送
電
す
る

コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、
北
部
で
は
タ
イ

に
売
電
を
す
る
一
方
南
部
で
は
タ
イ
か

ら
電
気
を
購
入
す
る
と
い
う
一
見
矛
盾

し
た
状
態
が
つ
づ
い
て
い
る
。
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
で
は
越
境
し
た
電
力
の
生

産
、
消
費
が
経
済
効
率
に
も
か
な
う
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

る
。
第
三
は
成
功
体
験
で
あ
る
。
一
九

六
〇
年
代
後
半
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
水
力
発
電
所
は
、
一
九

七
五
年
に
成
立
し
た
現
体
制
に
と
っ
て

も
、
一
九
九
〇
年
代
末
ま
で
政
府
の
主

要
か
つ
安
定
し
た
外
貨
獲
得
源
で
あ
っ

た
。

　

ラ
オ
ス
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国

と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
周
辺
諸
国
に

電
力
を
輸
出
す
る
こ
と
を
通
し
て
経
済

発
展
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
経
済
発

展
に
よ
り
電
力
需
要
が
増
大
す
る
と
予

想
さ
れ
る
タ
イ
に
七
〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ

ト
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
三
〇
〇
〇
〜

五
〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
売
る

覚
書
を
両
国
と
交
わ
し
て
い
る
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
対
し
て
も
、
よ
り
小
規
模
な

電
力
の
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
約
束
を
履
行
す
る
に
は
、
少
な
く

と
も
総
発
電
能
力
が
一
万
メ
ガ
ワ
ッ
ト

以
上
の
発
電
所
が
必
要
に
な
る
計
算
で

あ
る
。 3,000
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0
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図2　ラオスにおける所有形態別総発電能力の推移

（出所）ラオス電力年間報告書（2010）。
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し
か
し
ラ
オ
ス
の
総
発
電
能
力
の
推

移
は
、
図
2
の
と
お
り
一
九
九
〇
年
代

後
半
ま
で
は
五
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
も

満
た
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
、
外
国
の
発
電
関
連
企
業
と
の

合
弁
事
業
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（Independent Pow
er Producer

）

形
態
の
進
展
に
よ
り
発
電
能
力
が
倍
増

し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
一

〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
も
達
し
て
い
な

か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
年

に
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
形
態
の
大
型
発
電
事
業
立

て
続
け
に
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
発

電
能
力
が
一
気
に
二
〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ

ト
近
く
急
拡
大
し
た
。
一
九
九
〇
年
以

降
伸
び
た
の
は
外
国
と
の
合
弁
事
業
で

あ
る
こ
と
は
第
一
の
現
実
問
題
と
し
て

あ
る
。
発
電
所
を
建
設
す
る
資
金
と
技

術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
ラ
オ
ス
に

と
っ
て
、
周
辺
諸
国
に
電
力
を
供
給
で

き
る
か
ど
う
か
は
外
国
頼
み
の
部
分
が

大
き
い
。
現
在
ラ
オ
ス
で
行
わ
れ
て
い

る
発
電
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
の
ほ
と
ん
ど

は
、
調
査
・
設
計
か
ら
建
設
、
運
営
に

至
る
ま
で
外
国
の
企
業
ま
た
は
企
業
連

合
が
請
負
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

輸
出
向
け
発
電
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
低
下
す
る
。
共
同

出
資
で
得
ら
れ
る
収
入
が
少
な
く
な
る

こ
と
に
加
え
、
建
設
・
運
営
が
ほ
ぼ
完

全
な
外
部
委
託
状
況
下
で
は
国
内
産
業

に
対
す
る
後
方
連
関
効
果
も
ほ
と
ん
ど

生
ま
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
〇

年
稼
働
し
始
め
た
約
一
〇
〇
〇
メ
ガ

ワ
ッ
ト
級
の
水
力
発
電
所
の
総
工
費
は

約
一
三
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
ラ
オ
ス
の

国
家
予
算
を
上
回
る
規
模
で
あ
る
。
必

要
な
建
設
資
金
は
、
世
界
銀
行
の
債
務

保
証
に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
額
を
国
外
で
調

達
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
政
府
は
二
〇
一

一
〜
二
〇
一
五
年
ま
で
に
約
二
八
〇
〇

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電
能
力
を
も
つ
八
つ

の
水
力
発
電
所
の
完
成

を
第
七
次
五
カ
年
計
画

（
二
〇
一
一
〜
二
〇
一

五
年
）
の
主
要
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
同
期
間
中
に

総
発
電
能
力
五
〇
〇
〇

メ
ガ
ワ
ッ
ト
分
の
着
工

を
目
指
し
て
い
る
。
約

一
一
三
億
ド
ル
に
上
る

建
設
資
金
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
国
内
で
調

達
可
能
な
資
金
を
遥
か

に
超
え
る
規
模
で
あ

る
。
ま
た
、タ
ー
ビ
ン
、

発
電
モ
ー
タ
ー
な
ど
は

と
う
て
い
不
可
能
と
は

い
え
、
セ
メ
ン
ト
、
日

常
的
に
使
用
す
る
工

具
、
技
術
者
な
ど
か
ら

水
力
発
電
設
備
の
建
設
、
運
営
に
至
る

ま
で
国
内
に
十
分
な
物
的
、
人
的
資
源

が
不
足
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ラ
オ
ス

の
水
力
発
電
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
立
国
戦
略
の
進
展
に
は
、
資
金
と

技
術
面
で
外
部
の
強
い
関
与
が
必
要
不

可
欠
な
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

図
3
に
二
〇
一
一
年
半
ば
ま
で
の
既

存
お
よ
び
今
後
建
設
さ
れ
る
予
定
の
発

電
所
の
分
布
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
中

小
を
含
め
非
常
に
多
く
の
発
電
所
が
北

部
、
南
部
の
山
岳
部
を
中
心
に
建
設
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
数
が
少
な
い
も
の
の
前
述
の
よ
う
に

非
常
に
大
規
模
な
火
力
（
石
炭
）
発
電

所
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
予
定
と
は
建
設
さ
れ
る
こ
と
が

確
実
の
も
の
か
ら
何
も
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
こ
と
に

注
意
さ
れ
た
い
。

　

第
二
の
現
実
は
、
水
力
発
電
そ
の
も

の
の
制
約
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
水

既存（水力）
計画（水力）
計画（火力）

図3　2020年までの電力開発長期計画

（出所）ラオス電力公社資料に基づき筆者作成。
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力
発
電
事
業
に
と
も
な
う
量
的
制
約
と

環
境
制
約
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
量

的
制
約
と
は
、
中
国
以
外
で
は
メ
コ
ン

川
支
流
の
ほ
と
ん
ど
を
擁
す
る
ラ
オ
ス

だ
が
、
水
力
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
最

大
で
も
三
万
メ
ガ
ワ
ッ
ト
弱
と
さ
れ
て

い
る
。
事
業
化
で
き
る
も
の
に
限
定
す

れ
ば
実
現
可
能
な
規
模
は
さ
ら
に
小
さ

く
な
る
。
発
電
能
力
が
二
〇
一
〇
年
水

準
の
一
〇
倍
に
あ
た
る
二
万
五
〇
〇
〇

メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
拡
大
し
て
も
、
現
在
の

単
価
で
は
輸
出
で
得
ら
れ
る
収
入
は
約

一
〇
億
ド
ル
前
後
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ

は
人
口
が
六
〇
〇
万
人
の
国
に
と
っ

て
、
主
要
な
産
業
と
な
り
得
る
一
方
、

ラ
オ
ス
を
豊
か
に
で
き
る
十
分
な
規
模

と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
環
境
制
約
と

は
広
範
囲
の
森
林
を
伐
採
し
大
規
模
な

貯
水
湖
を
必
要
と
す
る
水
力
発
電
の
環

境
へ
の
負
荷
で
あ
る
。
短
期
的
な
影
響

に
加
え
、
中
・
長
期
的
な
環
境
へ
の
影

響
を
考
慮
し
た
場
合
、
輸
出
向
け
電
力

産
業
の
コ
ス
ト
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
正

確
に
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
は
事
業
リ
ス
ク
で
あ
る
。
経
済

発
展
が
将
来
の
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
電

力
需
要
を
大
き
く
伸
ば
す
の
は
確
実
で

あ
る
。
両
国
で
水
力
に
よ
っ
て
必
要
な

電
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
は

い
え
、
水
力
は
唯
一
な
発
電
方
法
で
は

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
が
、
は
る
か
に
大

規
模
な
電
力
を
発
電
で
き
る
原
子
力
発

電
が
現
実
に
先
進
国
で
普
及
し
て
い

る
。
原
子
炉
が
数
基
あ
る
原
子
力
発
電

所
な
ら
ば
四
〜
五
〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト

の
発
電
能
力
に
な
る
。
ラ
オ
ス
の
電
力

に
と
っ
て
、
主
要
な
顧
客
で
あ
る
ベ
ト

ナ
ム
が
数
基
の
建
設
を
決
定
し
て
い

る
。
最
大
の
顧
客
で
あ
る
タ
イ
も
原
子

力
発
電
所
建
設
を
中
断
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
仮
に
両
国
で
原
子
力
発
電
開

発
が
進
展
し
た
場
合
、
売
電
単
価
な
ど

を
中
心
に
ラ
オ
ス
で
発
電
さ
れ
た
電
気

の
需
要
に
大
き
く
影
響
す
る
可
能
性
も

予
測
さ
れ
る
。

●
お
わ
り
に

　

ラ
オ
ス
は
電
力
の
輸
出
を
経
済
発
展

の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
実
際
の
ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
水
力

発
電
能
力
は
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年

の
数
年
で
六
倍
以
上
の
約
二
五
〇
〇
メ

ガ
ワ
ッ
ト
に
拡
大
し
、
三
万
弱
メ
ガ

ワ
ッ
ト
と
さ
れ
る
最
大
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
向
け
て
向
上
し
て
い
る
。
今
後
、

開
発
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
事
業
を
含
め

れ
ば
、
輸
出
型
電
力
産
業
が
名
実
と
も

に
ラ
オ
ス
の
主
要
産
業
に
な
る
こ
と
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
し
か
し
ラ
オ
ス
が

電
力
の
輸
出
だ
け
で
経
済
発
展
を
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
電
力
が
ラ
オ

ス
経
済
を
支
え
る
産
業
に
発
展
さ
せ
る

に
は
同
産
業
の
連
関
効
果
を
最
大
に
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
外
部
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

ダ
ム
建
設
や
維
持
管
理
を
可
能
な
限
り

内
製
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
方
連
関

の
利
益
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

電
力
を
必
要
と
し
な
い
産
業
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
輸
出
の
み
な
ら
ず
、
国
内
で

の
利
用
を
促
進
で
き
れ
ば
、
前
方
連
関

効
果
も
生
ま
れ
る
。
一
言
で
い
え
ば
電

力
産
業
を
他
の
産
業
の
発
展
に
ど
う
結

び
つ
け
る
か
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国
戦
略

の
成
功
の
鍵
で
あ
る
。

（Keola Souknilanh

／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

在
ル
ン
ド
海
外
研
究
員
）
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